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～自然とえイとを巡る」、るさと再発几～ 第二十八回

春の大鹿村の御柱
のポスター

前島久美

2月 29日 東京にある長野県のアンテナショップ、銀座 NAG畑 0で 「大鹿ジビエとワインが巡

一ヽヽη愛」というPRイ ベントがあつたのでお手伝いをしてきた。午前中は大鹿村の歌舞伎役者と店頭

_C交流ができ、午後は 2回に分けて大鹿村のジビエと長野県産ワインがビュッフェ形式で楽しめ

るという盛りだくさんのイベント。

この日は現在、池袋のフレンチレストランで研修中の 2人の弟達も駆けつけ、久々の姉弟仕

事となった。弟はそれぞれソムリエとコックなので私は、ホー)レスタッフを担当した。ビュッフ

ェは各国 15名 に限定されていたのでお客様と会話も楽しむ事ができた。参加した方は全般的に
「大鹿村」という地名は聞いた事はあるものの、訪れた事がない人がほとんどだった。新鮮なジ

ビエの癖のないおいしさに加えて、一般的には入手困難なレアな長野県産ワインも喜ばれた。

提供させていただいたジビエ料理をイベントの合間にちょつと味見をさせてもらつた。雑味

のない味。谷の風や大地が清涼でないとこういう料理はできないんだな、と改めて思つた。とか

く地元にどつぷりつかつていると素材のおいしさは当たり前だと思つてしまうけれど、東京でし

ばらく生活しているとそのありがたみがよくわかる。

1 大鹿村を訪れる機会があれば、季節ならでは味覚をお楽しみいただきたい。
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七年に一度のお祭り大鹿村の御柱祭に参加してみよう!｀

この春、オォシカ谷はいつにも増して祭りで

賑わう。他地域の友人には、「大鹿村は祭りやイ
ベントが多すぎ」としばしば突っ込まれ、やや

イベント過剰気味な地域性なのだが、今年は通

常日程に加えて 7年に一度の大祭、御柱 (おん

ばしら、みはしら)が村内 4カ所の神社で行わ
れる。

御柱祭は、長野県諏訪地方で行われる祭で、

諏訪大社における最大の行事だ。正式には「式

年造営御柱大祭」といい、寅と申の年に行なわ

れる式年祭。長野県指定無形民俗文化財で日本

三大奇祭のひとつとされている。大社での開催

を中心に全国の諏訪神社や関連神社でも同様に

行われるので 4、 5月 の週末、信州に赴けば大

概の地域で祭りが行われているのではないだろ

っか。

御柱祭は、山中から御柱として大木を切り出

し、神木とする。要するに神本の更新が 7年に

1回行われるということだ。古くから木材で財

をなしてきた山国ならではのお祭りという印象

もうける。

前回の御柱は 2010年だつた。私は東京、海外

の生活を経て帰郷し2年目ぐらいの年だったと

思う。15歳 まで大鹿村で育ったが、御柱祭の記

憶はなく、改めて地元の祭事に新鮮な感覚で触

れることができた。村内 4カ所のなかでも、諏

訪大社の元宮といわれる葦原神社の御柱が面白

いというので、2日 にわたって参加してみた。

2010年 4月 17日 大西山の桜は見頃を迎えて

いるというのに雪の朝を迎えた。予定されてい

た里曳きは午後に延期となつた。葦原神社のあ

る中峰という集落は、鹿塩にある。国道 152
線添いのメインストリー トから標高を 4,500m

ほど上げる立地にも関わらず、移住者のおかげ

で人口が保たれている。子供が多いのにはびっ

くりした。祭りにも活気が出る。山中のきりり

とした空気の中、わいわいお神酒を交しながら

2キロほど曳いただろうか。道中、本遣りを務め

る大鹿歌舞伎の第一人者の片桐登さん (当時7

0代半ばだったとおもう)が「お酒がたりない」
などとューモアたっぶりに先導してくれるもの

だから、あっという間に神社まで来てしまった。

翌日、正午から奉納の歌舞伎が上演されると
いう。余興は鹿塩の東部地域にしか伝わってい

ないとされる狂言 「さいと
=り さし」を皮切 りに

カラオケ、舞踊、曲芸、アフリカン太鼓など、

新旧織り交ぜた芸能が次々に披露される。地元
の女性 (主に 70代～80代)たちで構成される
舞踊チームは衣装を取つ替え引つ替え 5、 6の
ナンバーを舞ってくれた。年配の女性が「腰が

痛くてかなわんわ～」とか言いながら、いそい

そとステージにあがっていく様に伝統芸能発祥
の地といわれる中峰の意地を垣間みた。

諏訪社に祀られているのは信濃の国を創設し

たといわれているタケミナカタノミコト。芸能

の神様だ。彼ヽは出雲の国から逃れてきて、最初

に根をおろしたのが中峰地域だったという。文

献上でも明かになっているらしい。そして、大

鹿歌舞伎発祥の地と言われいるものここ中i筆。

信州のルマツを紐解くとこの地に行き着く。

大鹿村の祭りの余興は長い。なんて言つたつ

て文化芸能の神がいるんだから仕方がない。さ

すがに今日は余興で終わるのかな～と思つた午

後 3時すぎ、メインの奉納歌舞伎が上演され始

めた。

信州の御柱といえば諏訪地方の勇壮なお祭 り

をイメージされる方も少なくないかも知れない

が、大鹿村の祭りは誰でも参加でき比較的和や

かに行われる。参加してみてはいかがだろうか。

◆御柱の日程◆

4月 9日 市場神社 (鹿塩)/4月 10日 大碩神社
(大河原)/4月 17日 章原神社 (中峰/諏訪社
元宮)/4月 24日 野々宮神社 (上蔵)
お問い合わせ先 :大鹿オす観光協会 0265(39)2029

◆その他の春のお祭り日程◆

4月 16日 大西山の桜祭り/4月 29日 李花の祭り
@信濃宮/5月 1日 佐倉様のお祭り (事務局 :

09118044-0704前 島)
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